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子
宮
筋
腫
は
良
性
の
腫
瘍
で
、そ
の
も

の
が
直
接
命
に
関
わ
る
こ
と
は
な
く
、悪

性
に
変
化
す
る
こ
と
も
基
本
的
に
あ
り
ま

せ
ん
。35
歳
以
上
の
女
性
の
2
〜
3
割
、40

歳
以
上
で
は
4
〜
5
割
に
み
ら
れ
ま
す
。

代
表
的
な
症
状
は
、「
生
理
の
量
が
増
え
て

大
き
な
血
塊
が
出
る・生
理
が
止
ま
ら
な

い
」で
す
が
、症
状
の
種
類
や
程
度
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
。主
な
治
療
は
手
術
で
、筋
腫
だ

け
を
と
る「
筋
腫
核
出
術
」や
子
宮
ご
と
と

る「
子
宮
全
摘
術
」、ま
た
、「
腹
腔
鏡
手
術
」

や「
開
腹
手
術
」な
ど
、多
様
な
選
択
肢
が

あ
り
ま
す
。ま
た
、手
術
で
は
な
く
足
の
付

け
根
の
血
管
か
ら
カ
テ
ー
テ
ル
を
入
れ
、

筋
腫
に
栄
養
を
運
ぶ
血
管
を
詰
ま
ら
せ
て

筋
腫
を
小
さ
く
し
て
症
状
を
軽
減
す
る

「
子
宮
動
脈
塞
栓
術（
U
A
E
）」や
、ア
プ

リ
ケ
ー
タ
ー
と
い
う
器
具
を
子
宮
の
中
に

入
れ
、マ
イ
ク
ロ
波
で
子
宮
内
膜
を
照
射

し
て
生
理
の
量
を
減
ら
す「
マ
イ
ク
ロ
波

子
宮
内
膜
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン（
M
E
A
）」

も
あ
り
ま
す
。薬
物
療
法
と
し
て
は
、症
状

を
緩
和
す
る「
対
症
療
法
」や
筋
腫
を
小
さ

く
す
る「
ホ
ル
モ
ン
療
法
」が
あ
り
ま
す
。

　
治
療
法
は
、病
状
に
加
え
、今
後
妊
娠
を

希
望
す
る
か
、妊
娠
は
希
望
し
な
い
が
子
宮

を
残
し
た
い
か
、年
齢
、仕
事
、家
庭
の
事
情

な
ど
を
考
慮
し
た
う
え
で
、複
数
の
中
か
ら

選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の

治
療
法
を
よ
く
理
解
し
て
医
師
と
よ
く
相

談
し
、自
分
の
病
状
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

あ
っ
た
治
療
法
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

子宮筋腫の治療

半年
ごとに
経過観察

筋腫核出術
（腹腔鏡手術）
（開腹手術）

薬物
療法

子宮全摘出
（腹腔鏡手術）
（開腹手術）

UAE

MEA

子宮筋腫がある

症状がある

妊娠を希望しない

子宮を残したい 子宮を残さ
なくてもよい

妊娠を希望

症状がない

趣味は鮎釣りです

教育最前線！教育最前線！
教育総務課 宇野　TEL 23-5856

学校における食育の推進
～食を通して自分で判断し、実践していく力を育てる～

　厚生労働省の「小中学生の食事状況調査」によると、学校給
食が無い日は、給食がある日に比べ、食物繊維・カルシウムなど
の栄養素の摂取量が目標量に達していない児童・生徒が多いと
されています。
　このような状況も踏まえ、学校給食では、衛生管理基準に基
づいた安心安全な給食を提供するとともに、給食を活用して、6
つの指導の観点（以下に提示）を大切にしながら、学校全体で計
画的に子どもたちへの食育を実施しています。例えば、毎月の献
立に教科と関連したメニューを取り入れ、教科学習の復習や発
展に役立てたり、食生活の実践につながるように指導していま
す。7月は小学2年生の生活科で学習する「野さいをしゅうかくし
よう」に関連したメニュー「夏野菜カレー」を取り入れています。

　今後も、学校給食を「生きた
教材」として活用することで、多
治見市の子どもたちが、栄養や
食事のとり方について、正しい
知識に基づいて自ら判断し、実
践していく能力を身につけてい
けるよう働きかけます。

❶食事の重要性、食事の喜び、楽しさを
理解する（食事の重要性）
❷心身の成長や健康の保持増進の上で
望ましい栄養や食事のとり方を理解
し、管理していく能力を身に付ける
（心身の健康）
❸正しい知識・情報に基づいて、食物の
品質や安全性などについて判断でき
る能力を身に付ける（選択する力）
❹食物を大事にし、食物の生産等にか
かわる人々へ感謝する心をもつ（感謝
の心）
❺食事のマナーや食事を通じた人間関
係形成能力を身に付ける（社会性）
❻各地域の産物、食文化や食に関わる
歴史等を理解し、尊重する心をもつ
（食文化）

食に関する６つの指導目標

栄養士による食育活動の様子

36平成3 0年 7月問い合わせ期日・時間 場所 対象 定員 申し込み
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